
　　　　　　　　　　　　　※本調査より調査事業者を若干変更している

1.     景況天気図

特に好調 好調 不変 不振 極めて不振

50≦DI 25≦DI<50 0≦DI<25 ▲25≦DI<0 DI<▲25

　　　  　　　　DIとは…（増加・好転・過剰の企業割合）－（減少・悪化・不足の企業割合）

前年同期比 全業種 製造 建設 運送 卸・小売
飲食・

サービス

10.7 ▲ 8.3 ▲ 12.5 40.0 23.1 40.0

▲ 5.5 16.7 ▲ 25.0 ▲ 25.0 0.0 0.0

▲ 15.1 25.0 ▲ 50.0 ▲ 20.0 ▲ 25.0 12.5

▲ 7.4 18.2 ▲ 37.5 0.0 ▲ 7.7 11.1

雇用（今期水準） ▲ 55.6 ▲ 41.7 ▲ 93.3 ▲ 80.0 ▲ 30.8 ▲ 33.3

在庫（今期水準） ▲ 2.8 10.0 ▲ 7.7

2.     まとめ

　 （１）  調査時点　　２０２４年　２月　１５日時点

　 （２）  調査方法　　郵送により実施　回答　５６件

　 （３）  調査対象　　当所会員名簿から業種のバランスを考慮し抽出
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売上高

資金繰り

業況

採算

売上で前年同期比でDIが良化の傾向が見られるものの、エネルギー価格高騰や物価上昇を起因とし

て値上げ（価格転嫁）によるものであり、採算や業況について依然として厳しい。業種別では、製造

業では明るい見通しを回答する傾向がみられる。建設業では、より一段と厳しさが増している。

事業主や従業員の高齢化や、従業員の確保といった課題への取組が難しいという回答が多く寄せら

れる。またインボイス制度に対応しない事業者への対応を迫れていることや、インボイスの事務の手

間が負担であること、仕入価格上昇の中で販売価格の決定は難しいという声が挙がる。


